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はじめに

このたびは、ヴァイカウン トクラシックオルガン、プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、lXをお買い上げいただきまし

て、誠にありがとうございます。プレスティッジⅥ、ⅥI、Ⅵ‖、lXは、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の

電子テクノロジーによってあますところなく再現 したクラシックオルガンです。プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、

iXの多彩な機能をスムーズに使いこなし、オルガン演奏を心ゆくまでお楽 しみいただくために、ぜひこの取

扱説明書をご活用いただきますようお願い申し上げます。また、ご一読いただいた後も、ご不明点が生じた

場合に備えて、大切に保管いただきますようお願いいたします。

※この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のためのものです。プレスティッジⅥ、ⅥIはドローノブ仕様のため、ストップやスイッチの位置など、イラストと異なる場合があり

ます。あらかじめご了承ください。

安全上のご注意…・ご使用の前に必ずこの「安全上のご注意」をお読みください。

感電のおそれがあります。キャビネット

を開けないでください。

警告 ! 感電の危険を避けるため :

パネルやカバーは取り外さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないでください

本製品内部につきまして、お客様は修理 ・交換なさらないでください。

修理 ・点検につきましては販売店にご相談ください

本製品の取扱説明書では、

重要な操作および修理 ・点

検上の指示に関して、お客

様への注意を喚起するため

本記号を表示 しています。

本製品内部には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在 し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示 しています。

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危書に関する注意事項」

警 雀手:本 製品のご使用にあたっては、以下の点に注意してください。

1)本 製品を使用する前に取扱説明書をよくお読みください。

2)お 子様の近くで使用する場合には、ケガ防止のため十分な注意を払ってください。

3)本 製品は水回りでは使用 しないでください。例えば浴槽、洗面台、台所の流し付近、濡れた床の上、あるいはプールの近く、

その他これに類する場所では使用 しないでください。

4)本 製品は、単独もしくはアンプ、ベッドホン、スピーカーと組み合わせて使用 した場合、過大な音量により聴力障害を引き起

こすおそれがあります。過大な音主、または不快感を招くような音量での長時間の使用は避けてください。

5)本 製品は、ラジエーター、熱器具、その他熱を発生する製品から離して設置 してください。

6)長 時間ご使用にならない場合には、コンセントから電源プラグ抜いてください。

7)本 体に物を落としたり、液体が流れ込まないよう十分な注意を払ってください。

8)以 下の場合、サービス担当者が本製品の修理・点検を行います。

a.電源コー ドまたはプラグが破損した場合

b.製品に物が落ちたり、液体が流れ込んだ場合

c.製品が雨にさらされた場合

d.製品が正常に作動 していない、あるぃは演奏状態に著しい変化が生じた場合

e.製品を落としたり外装が破損した場合
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第1章 宙部のコントローラーと接続端子

左側パネルのコントローラー

1.カプラー :このスイッチで、手鍵盤同士あるいは手鍵盤と足鍵盤部のレ

ジストレーションを連絡 (カップリング)します。ある鍵盤で設定したすべて

の音色を、他の鍵盤でも演奏でき、ひとつの鍵盤で2つの鍵盤の音を同時

に鳴らすことができます。下記の組み合わせが可能です。

1/P:第 1手鍵盤 (M1/グ レート)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

l1/P:第2手鍵盤 (M il/スウェル)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

H/1:第 2手鍵盤 (M‖/スウェル)のレジスターが第1手鍵盤 (M1/グ レー

ト)で演奏できます。

2ロオン・オフ スイッチ :第1手鍵盤の左側についています。

<注意!>雷が鳴り出したら必ずコンセントから電源プラグ抜いてください。

中央パネルのコントローラ…

1日足鍵田部 :足鍵盤のストップ(音栓)があります。このストップを使って、足鍵盤のレジストレーションを作り

ます。

2.第 1串瑠田部 :第1手鍵盤 (M1/グ レート)のストップがあけ,ます。このストップを使って、第1手鍵盤のレジスト

レーションを作ります。

3.第 2手軽田部 :第2手鍵盤 (M i1/スウェル)のストップがあります。このストップを使って、第2手鍵盤のレジス

トレーションを作ります。

※なお、プレスティッジⅥ、ⅥIのストップは、ド回一ノブ仕様のため、イラストとは形状、位置等異なけります。
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右側パネルのコントローラー

1口LEDメ ーター/トランスポーザー/メモリーバンク

ここには以下の3つの機構があります。

・クレッシェンドのレベルと第1手鍵盤 (Mi/グ レート)の音量レベルを表示するLED

ディスプレイ(3列LED灯 )があります。

・+5か ら-6ま でのトランスポーザー用ディスプレイがあります。ディスプレイの下

のつまみを回すことでトランスポーズの数値が変更できます。

・8つのメモリーバンクのうち、選択したメモリーバンクの番号が表示できるディスプ

レイがあります。ディスプレイの下のつまみを回すことでメモリーが選択できます。

2.フ ロッピーディスクドライプ :3.5インチの2HD/2DDの フロッピーディスクを使

用 します。オルガンのパラメーター設定に関する情報はすべてフロッピーディスクに

保存することができ、浪奏録音時に使用することもできます。(詳しくは第4章をご参

照ください) 。

手鍵盤部パネルのコントロ…ラー
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3.セ ット・ボタン(S):こ のボタンは、メモリーをセッティングする時に使います。(詳しくは第2章をご参照くだ

さい)

4.メ モリー :パネル上やコント回―ルセンターで設定したレジストレーションはすべて保存ができ、その内容を

呼び出すことができます。プレスティッジVl、Vll、Ⅵ‖、lXには、6つのジェネラルメモリーがあります。メモリーに

は1から6までの数字、およびHR(0と して扱われる)と記されたボタンがあります。HRボ タンを押せばレジストレ

ーションは元の構成に戻ります。メモリープログラムについては第2章をご参照ください。

5.エ ンクローズド・ボタン(ENC):こ のボタンを押せば、第2手鍵盤用のエクスプレッションペダルを使って、

オルガン全体の音量を調節することができます。(詳しくは「ベダルおよびピストン部のコントローラー」の2項を

ご参照ください)
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6.自 動ベダル ・ボタン (A.P日):第 1手鍵盤を演奏する際、このA.P,ボタンを押すと、あらかじめ選択 しておい

た足鍵盤ストップの音が鍵盤の最も低い音に加わります(但し足鍵盤数の範囲内)。例えば、左手でC,E,G(ド、

ミ、ソ)と同時に弾くと、最低音C(ド)にだけ足鍵盤のC音 が加わり、手鍵盤のみの演奏でも足鍵盤のストップの

効果が得られます。

<注 意>A,P使 用時は、足鍵盤は使えません。

フ.トゥッティ・ボタン(T):このボタンを押せば、あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作動させる

ことができ、瞬時にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)になります。

トゥッティの操作は、トゥッティ・ピストンでも行うことができます。(「ペダルおよびピストン部のコント回―ラー」

の4項をご参照ください)

<注意>トゥッティのボイスはプログラム可能ですが、ポイスモジュレーションやトレモ回はかかりません。(詳しくは第2章をご参照ください)

8Bキ ャンセル ・ボタン(C):こ のボタンを押せば、操作中のレジスターのスイッチをすべて切ることができます。

ベダルおよびビストン部のコントローラー

２

越

駒
翻

1.ク レッシェンド・ベダル (CRESCENDO):こ のベダルを踏み込むことで、段階的にすべてのレジスター

を増やしていくことができ、最後にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)となります。元に

戻せばレジスターの数は徐々に減っていきます。

2.第 2手鍵聾用エクスプレッションベダル :第2手鍵盤の音量を調節します。また、エンク回―ズド・ボタン

(ENC)を押すと、このベダルでオルガン全体の音量を調節することができます。

3.カ プラー・ピストン:このピストンでカプラーが作動します。(詳しくは「左側パネルのコント回―ラー」の1項

をご参照ください)

4ロトゥッティ・ビストン(TUTTl):こ のピストンを押せば、あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作動さ

せることができ、瞬時にフルオルガンの状態になります。(「手鍵盤パネルのコント回―ラー」の7項をご参照くださ

い)。

※トゥッティ・ピストンとカプラー・ピストンはプレスティッジVIとIXのみの機能です。
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サイドパネルのコントローラーと援続端子

左サイドパネル

1.ヘッドホン端子 :ステレオヘッドホン用の接続端子。ヘッドホンを接続すると、オルガン本体のスピーカーか

らは音が出ません。

2口MIDlイ ンロアウトロスルー :オルガンをMiDl音源に接続するためのMIDl接続端子。

3.イ ンプット L(MONO)‐ R:オ ルガン本体のスピーカーで外部音源を鳴らすための接続端子。モノラル音

源の場合はL―MONOの 接続端子を使います。

4.ア ウトプット L(MONO)口 R:直 接録音したい時に使用するラインアウト出力端子。この接続端子は一般

に、カセットレコーダーなどのアナログ録音機器での録音に使います。モノラルでの録音の場合はL―MONOの 接

続端子のみ使います。

右サイドパネル

1.ジ ェネラJレビッチ :このボタンで楽器全体のピッチの微調整を行います。納品時のプレスティジⅥ、ⅥI、Vlll、

lXは、A=440Hz(ピ ッチノブは中央に位置しています)に初期設定されています。

2口足鍵聾ピッチ :足鍵盤のピッチの微調整をします。

3.第 2手 鍵盤ピッチ :第2手鍵盤のピッチを微調整をします。

この装置によって、奏者ご自身が各鍵盤ごとのピッチを微調整できます。このため、各鍵盤のピッチが若干異な

る場合に生じる波動 レベルに応 じた、パイプオルガンらしい特徴のあるアンサンブル効果を生み出すことが可

能となります。

THRU     OUT      IN    L(MONO)   R   L(MONO)  R

HEADPHONES― 一一一一一一一 MiDl―一一一一一一一 一一一 iNPUT―   一-OUTPUT一 一
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リアパネルの援縮端子

噺 W 「 鴫 品
M F 噺

斜神 噺 ドロ

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1(■2)   2       3(+4)   4

② ◎ ◎ ◎
l 
    ANTIPHONAL OUT     I

Ｒ

◎

脱

瑚
◎

」‐ＮＰ

1.EXT+12V DC 300mA:+12ボ ルトの電圧が得られる2つの接続端子があります。通常は、リモート

(REMOTE)機 能として利用 します。つまり、メイン部 (フロントスピーカー)またはアンティフォーナル部 (リアス

ピーカー)に接続 したオプションのスピーカーを作動させるために使用します。

2.メ イン ・アウト:外部出力用の端子です。以下のように、スピーカーを6台まで接続することができま孔

・GT/1:第 1手鍵盤用ステレオパノラマ出力くと(十R)、R〉

・SW/11:第 2手鍵盤用ステレオパノラマ出力(L(十R)、R〉

・PEDAL:足 鍵盤用ステレオパノラマ出力くL(十R)、R〉

3,ア ンティフォーナル・アウト:ここには、アンティフォーナル用の各種出力端子(ジェネラル 1(+2)/端子2/端

子3(+4)/端子4)が集まっています。

・ジェネラル1(+2):ジ ェネラル出力端子。単独で使う場合には、この出力から全ての鍵盤の音が出ます(モノ

ラル)。接続端子3と組み合わせて使った場合には、足鍵盤および第3手鍵盤の音が鳴らせます。

・端子2:ジェネラル1と組み合わせて使った場合には、ステレオパノラマで出力できます。

その他、接続の組み合わせによって、各手鍵盤の音、足鍵盤の音が幾通りかの方法で鳴らせます。

4.イ ンプット:外部音源をオルガン本体のアンプで増幅し、ステレオパノラマ入力するための端子です。

<注 意>モ ノラル音源の場合にはL‐MONO入 力のみご使用ください。
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第2章  メモリーのプログラム

1.トゥッティのプログラム

トゥッティのプログラムを設定するには、まずトゥッティ。ボタン(T)あるいはトゥッティ・ピストン(TUTTl)を押し

て、この機能を作動させてから、希望するレジストレーション構成に設定変更します。新しい設定内容は、セッ

ト・ボタン(S)を押しながらジェネラルメモリーのHRボ タンを押すことで保存できます。

2.ジ ェネラルメモリーのプログラム

クレッシェンド(ベダル)のレジストレーションはあらかじめ適当な構成に設定されていますが、以下のプログラム

手lllgにしたがって変更することができます。

。まず、キャンセル・ボタン(C)を押して、選択したレジストレーションをいったんクリア。その後に希望する鍵盤

のレジストレーションを選んで、設定変更します。

・次にセット・ボタン(S)を押してください。ボタンを押しながら、6つあるジェネラルメモリーのナンバーボタン

のいずれかを押し、新しい設定内容を保存するメモリーを選択します。

ジェネラルメモリーでは複数(すべて)の鍵盤のレジストレーションが保存できます。複数の演奏者が同じオルガ

ンを使う場合でも、各演泰者は、違うメモリーバンク番号をつけ自分の設定を保存することが可能です。

ジェネラルメモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて再び呼び出すことができます。(詳しくは

第6章をご覧ください)
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第3章  コントロールセンターの操作

1.コ ントロールセンターの特徴

・プレスティッジVl、Vll、Ⅵ‖、IXのコントロールセンターは、第1手鍵盤右手真下にある引き出しボックス内に収め

られています。

・ボックス内は2つに分かれています。上部 (2行×40字の英数字ディスプレイ)では総合的なコントロールを行

い、下部 (3桁の数字ディスプレイ)ではフロッピーディスクドライブをコント回―ルします。

・オルガンのスイッチがオンになった場合、英数字ディスプレイは次のように表示されます。

略l I
F l _ l L L

S  E  t t l _ l H T
H I B I  B R E R H

次いで、以下の表示に変わります。

H WRITIHB H
S=tuP ョ門d l田ヨding 口rgョ 門 甲□iB=二  Pョ r・ョm=七 =rtt B□

このメッセージが表示されている間、プレスティッジⅥ、ⅥI、Ⅵ‖、lXは自動検出および操作の初期設定を実行して

います。フロッピーディスクドライブにディスクが入っていない時は、3本の水平ダッシュが3桁ディスプレイに表

示されます。

却
田
師□

中
□

∞
□

的
□
御
□

中
岬
一Ш

英数字ディスプレイ

総合コン ト回―ル部

エンコーダー

フロッピーディスク ドラ

イブおよびシーケンサー

コン トロール部

3桁ディスプレイ

０
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2.首 量の調整

自動検出および初期設定が済むと、上部ディスプレイに、初期画面 (音量調整画面)が表示されます。プレステ

ィッジⅥ、ⅥI、ⅦI、lXでは、音量の全体調整 (マスターパラメーター)と各手鍵盤と足鍵盤の音量調節の両方を行う

ことができます。

ディスプレイには以下のように表示されます。

HRSTER FB=dョl
吾量+=2

Ｔ
上

，
二

８
Ｔ
・．一

門
＋

ョ
ＦＢ二

ＨＨ
Ｔ
彗

Hヨr'日正I
喜量+=2

前述 した通り、オルガン本体のスピーカーの音量はマスターパラメーターで調整できます。エンコーダーを回して

1から64までの数値を選択することが可能です。

ディスプレイには、各手鍵盤 。足鍵盤の音量パラメーターが表示されます。左の数値 ("十垢己号の前)はその鍵盤

の初期設定音量を、右の数値 (W十
円の記号の後)はエクスプレッションベダルで行う増音分を表しています。コン

トローラーを使って変更できるのは初期設定音量の数値のみで、増音分はベダル操作で更新します。

数値を変更する時は、まずCURSOR(カ ーソル)キー(くおよび》)を使って変更したい数値の位置に合わせま

す。次にエンコーダーを回して、その数値を変更します。

選択 した数値は、必要に応 じて、ジェネラルメモリーに保存できます。

3.リ パーブ効果の設定

リバーブ効果を設定するには、総合コント回―ル部にあるREVERB(リ バーブ)キーを押します。

ディスプレイには
“
デジタルリバーブ(DIGITAL REVERB)オ ン(またはオフ)"の メッセージが、

ルとともに表示されます。

El王ほI TttL ttEとlEFi畳: iコri TttPず i二:.ョ七.|「!88Jr・亀1
と,甲●1=童軍

4θ CAF7A「 ER′χ2β′6用E

塁 □ □ 圃 □
くCURSOR〉       EXlT

カーソルキー

リバーフの レベ
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CURSORキ ーを使って変更したいレベルの位置に合わせます。次にエンコーダーを回して、その数値を変更し

ます。

リバーブ効果は、部屋の大きさに応じて6種類からお選びいただけます。いずれもエコー効果のシュミレートもで

きます。操作完了後、EXlTキーを押せば、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注意>6種類のリバーブパラメーターは、機種 (1日モデル)によっては搭載されていない場合があります。

4.ト レモ回効果の設定

TREM(ト レモ回)キーを使って、各手鍵盤ごとにトレモ回効果の速度と深さを設定します。

TREMキ ーを押すと、各手鍵盤のトレモロパラメーターが以下のように表示されます。

TREHttL日
BEPTH・メSPEE口

Hョ陶BI   Hョ陶EII
2BゴI書   2日ゴ13

いずれも、左の数値 (スラッシュの前)が深さを、右の数値 (スラッシュの後)が速さを表しています。CURSORキ

ー(くおよび》)を使って変更したい位置に合わせます。エンコーダーを回せば、その数値を変更することができ

ます。操作が完了したら、EXtTキーを押して初期画面に戻ります。変更した設定内容は本体メモリーに保存する

こともできます。

θ′SPLAY

g □ g ヌ g

□ g □ □ □

リバーブキー

D′SPLAY
4θ cAr7ArTEF7r χ2用′GHE

夏 要 翼 □ 圃

ス ヌ 圃 □ □

トレモロキー
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第4章  フロッピーディスクドライプの使用

1.フロッピーデイスクドライプ

プレスティッジシリーズのオルガンはすべて3.5インチのフロッピーディスクドライブ(以下 ドライブ)を装備 してお

り、演奏を保存できるだけでなく、オルガンのボイスやメモリープログラムデータを保存することもできます。こ

のフロッピーディスクドライブは、2DD(720キ 回バイト)および2HD(1.44メガバイト)のディスクを使用すること

ができます。フロッピーディスクは、スピーカーやテレビなど強力な磁場を発生する機器の近くに置かないでくだ

さい。

2ロデータフォーマットおよび呼び出しモード

プレスティッジシリーズは、楽曲の録音や再生用としてスタンダードMIDlファイル (★.mid)(フォーマット0/1)を

使用 しています。スタンダードMIDlファイルによって、市販のMIDI曲集がかかります。また、最も一般的な譜面

印刷やシーケンス編集ソフトウェアとの完全な互換性も確保 されています。

3ロフロッピーディスクドライプのコントロールパネル

前述 した通り、フロッピーディスクドライブのコントロールパネルは、引き出しボックス内にあります。フロッピー

ディスクコント回―ル部はボックス下部にあり、3桁の数字ディスプレイがついています。この部分を以下に示し

ます。

4.フ ロッピーディスクのフォーマット

新しいフロッピーディスクをデータ保存用として使う時は、必ずディスクをフォーマット(初期化)してください。プ

レスティッジシリーズでは、極めて汎用性の高いMS―DOSフ ォーマットを採用。市販されているほとんどのコンピ

ューターやシーケンサーに使うことができます。

(対応 :lBM―PC,Ata問,MS―DOSフ ォーマット・アクセス・ユーティリティ装備Apple Macintoshなど)

フォーマット手順は以下のとおりです。

・ドライブにフロッピーディスクが入っていないことを確認します(3本の水平ダッシュ"一一一Wがディスプレイに

表示されていなければなりません)。

・CLEARキ ーを押したまま、フォーマットしたいフロッピーディスクをドライブに挿入します。この時、ディスクの

隅にある穴、ライトプロテクトタブが閉まっているか確認してください。そうでない場合、タブの窓を閉めて書き

込みが可能な状態にしてください。

<注 意>フ ロッピーディスクには、誤ってデータを消してしまわないようにライトプロテクトタブ(書き込み禁止タブ)が付いています。重要なデータが入っているディスクは、

タブをオン(開けた状態)にして書き込みができないようにしてください。録音する場合には、タブをオフ(閉めた状態)にしてください。

圃 圃 圃 圃 豪 圃

圃 圃 圃 圃 ス 団
報   勝   □  〉  3 8    0

フロッピーディスクドライブ・

(3桁)ディスプレイ
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・プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、IXでは、ディスプレイ上にWSureW("Are 
you sure?W/よろしいですか)の表示が出ます。

RECキ ーを押して録音してください。録音をとりやめる場合は、STOPキ ーを押して操作を中止してください。

・ディスプレイには、
いFW(フォーマット)に1から80までの連続番号がついた表示が出て、ディスクトラックがフォ

ーマット中であることが表示されます。

・トラック番号が80になると、ドライブは休止状態に戻り、
いNoSW(No Song)のメッセージが表示され、操作が完

了したことを示します。

使用済みのフロッピーディスク、あるいは他の機器で使用 したフロッピーディスクのフォーマットが必要になった

場合も、同じ手lllEでフォーマットします。

<注 意>ディスクをフォーマットすると、そこに含まれているデータはすべて削除されますのでご注意ください。

5.業 山の銀首

録音を開始する時は、フォーマット済みの書込み用のフロッピーディスク(3.5インチの2DDま たは2HD)を ドライ

ブに挿入してください。

。まずジェネラルメモリーのHRボ タンを押してキャンセル状態(オルガンレジスターの機能解除)にし、希望のレ

ジストレーションを作り、第2章2項「ジェネラルメモリーのプログラム」の記載手順にしたがって、ジェネラルメモ

リーのいずれかに保存します。

・PAUSEキ ーを押しながら、RECキ ーを押します。各ボタンのLEDラ ンプが点灯し、録音する楽曲の番号が3

桁ディスプレイに表示されます。

・再びPAUSEキ ーを押して録音を開始します。録音をとりやめる時はSTOPキ ーを押します。

(注意〉

録音中は全自動モードでデータの保存が行われます。録音再生中には、フロッピーディスクをドライブから絶対に抜かないでください。また濃奏と同時にディスクに録音され

るので、録音の修正はできません。
・プレスティッジⅥ、ⅥI、Ⅵ‖、iXでは、楽由に自動的に連続番号を振り分けます。各楽曲はディスク上の最後の楽曲より大きい番号で表示されることになります。
・プレスティッジⅥ、Vli、Ⅵ‖、lXには、フロッピーディスクに保存した内容の加工や補正をする機能はありません。演奏ミスが生じ、楽曲全体をキャンセルした場合は、最初から

録音し直さなければなりません。キャンセル機能については、第4±13項「楽曲の削除」をご参照ください。

6.フ ロッピーディスクに録音した楽出の再生

再生したい楽曲が入っているフロッピーディスクをドライブに挿入します。しばらくすると、ディスプレイ上に、デ

ィスクの最初の楽曲に対応する番号01が表示されます。

オートプレイパラメーター(第4章9項「オートプレイ機能」参照)がオンになっている場合、再生は自動的に行わ

れます。そうでない場合はPLAYキーを押します。PAUSEキ ーを押せば一時的に再生が止まり、もう一度同じキ

ーを押せばその部分から再生することができます。STOPキ ーを押した場合、楽曲は冒頭部分に戻ります。

別の楽曲番号を選ぶには、SONGキ ー(前曲くおよび》次曲)を使います。



viscount r暉商『sttCど y/口 y//‐ 7r//_五 X

フ.メ トロノームテンポの変更

プレスティッジVI、Ⅵk ⅦI、lXでは録音された楽曲にアクセスすると、楽曲に含まれたコードを識別しt正 確なメト

ロノームテンポ値 を選択 します。この数値はTEMPOキ ー(くおよび防)を使って変更することができます。テン

ポの範囲は32～250b口pttm口です。

・TEMPOキ ー押すと、進行中の楽曲の再生速度が速くなったり(レTEMPOキ ー)遅 くなったり(くTEMPOキ ー)

します。選択したテンポは楽曲が変わるまで維持され、CLEARキ ーを押しながらTEMPOキ ー(く)を押せば最初

の数値に戻ります。

・2つのTEMPOキ ーを同時に押せば
｀
、現在のメトロノームテンポ値を、3桁ディスプレイ上に表示させることがで

きます。

・現在の楽曲番号の表示に戻すには、2つのSONGキ ーを同時に押します。

8.REWキ ーとFFキ ー                                            t

REWキ ー(rewind/巻き戻し)およびFFキ ー(fast forward/早送 り)を使って、楽曲の早送りや巻き戻しができま      1
す。この時、ディスプレイ上には小節の番号が表示されます。

・REWキ ーおよびFFキ ーをSTOPキ ーと同時に使い、楽由の冒頭と末尾に瞬時にジャンプ。選択した楽曲の冒

頭と末尾へのリーダーの自動位置決め(オートマチック・ポジショエング)ができます。
・楽曲の冒頭にリーダーをあわせるには、再生を止めてSTOPキ ーを押したままREWキ ーを押します。
・REWキ ーではなくFFキ ーを押せば

｀
、リーダーの位置は自動的に現在選択されている楽曲の末尾になります。

9.オ ートプレイ (AUTOPLAY)機 能

自動的に楽曲を再生する機能です。ディスクがドライブに挿入された時、オートプレイ機能によってオルガンリ
ーダーがディスクの最初の楽由の再生を開始するかどうかを指定することができます。オートプレイ機能には次

の2つがあります。

・オートプレイ・オン:ディスクを挿入するとリーダーが自動的に再生を開始します。
・オートプレイ・オフ:ディスクを挿入してもリーダーはSTOPの 状態のままです。

オートプレイ機能の設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままPLAYキ ーを押します。3桁ディスプレイ上にはオートプレイ機能のオン・オフ表示が出

ます。

・REWキ ーおよびFFキ ーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押     〔

して変更した】犬態を取りやめます。
                                        |

10日 自動善戻し(AUTOREW)鶴 能

自動巻き戻し(AUTOREW)機 能では、次の2つの方法でSTOPキ ーを活用できます。
・自動巻き戻し・オン:巻き戻し中にSTOPキ ーを押すと、常に楽由の冒頭部分に戻ります。
・自動巻き戻し。オフ:STOPキ ーを押すと、止めたそのポジションに常に戻ります。

自動巻き戻し機能の設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままSTOPキ ーを押します。3桁ディスプレイ上には自動巻き戻し機能のオンとオフ表示が出

ます。
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・REWキ ーおよびFFキ ーを使って変更します。

。SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

11.ソ ング ・インターパル ・タイムの設定

楽出の末尾にきて演奏者がSTOPボ タンを押さない場合には、プレスティッジⅥ、ⅥI、Vlll、lXは自動的に次の楽曲

の再生を開始します。ソング・インターバル・タイム(SONG INTERVAL TIME)パ ラメーターを使って、ある曲の末

尾と次曲の冒頭の間に休止時間 (pause dme)を 設定することができます。このパラメーターの初期設定は4秒で

す。

ソング・タイム・インターバル・タイムの設定は以下の手lllgです。

・SETキ ーを押したままPAUSEキ ーを押します。

・ディスプレイ上には現在設定されている休止時間が表示されます。変更するにはFF(増加)およびREW(減 少)

キーを使います。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

12.楽 出のコピー

フロッピーディスクに録音された楽曲は、別のフロッピーディスク(容量の違うディスクも可)にコピーできます。

コピーの手順は以下のとおりです。

・コピーしたい楽曲が入っているフロッピーディスク(元ディスク)を、念のためプロテクトオンの状態にして、ドラ

イブに挿入します。そして、SONGキ ー(くおよび》)を使ってコピーしたい楽出の番号を選びます。

・次にRECキ ーを押 しながらセットボタンを押します。ディスプレイにはWSureW(Are 
you sure?)の表示が出ま

す。RECキ ーを押 して確定します。

・しばらくして(時間はコピーする楽曲のデータ量によります)、ディスプレイ上に、楽由のコピー先ディスクの挿

入を求める表示
WdSt"が

出ます。そこで元ディスクを取出し、コピー先ディスクを挿入します。

・コピーが済むと、ディスプレイ上に現在の楽曲番号が表示されます。

<注 意>

大量のコピーを行う場合、コピー元ディスク(ディスプレイ上に"SrcⅢと表示)とコピー先ディスクの挿入を何度か繰り返す必要があります。

13.楽 出の削除

あるフロッピーディスクから楽曲を削除するには、まずSONGキ ー(くおよび》)を使って削除したい楽出の番号

を選び、RECキ ーを押しながらCLEARキ ーを押します。ディスプレイには"SureW(WAre 
you sure?W)の表示が出ま

す。RECキ ーを押して削除を進めるか、STOPキ ーを押して操作を取りやめます。

〈注意〉
・ディスプレイに"dPド(Dにk Protected i保護ディスク)の表示が出た場合には、プロテクトオンされているディスクから楽曲を削除しようとしていたことを意味しています。デ

ィスクを取り出し、プロテクトタブを開めてから、同じ操作を繰り返します。
・"SPド(Song PrOtected i保護楽曲)の表示が出た場合、削除したい楽曲が取消できないよう保護されていることを示しています。詳しくは第4童14項「楽出の保護」、15項

「ディスク全出の保護と保護解除」をご参照ください。

６
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14.楽 出の保護

プレスティッジVl、Vll、Ⅵ‖、IXのフロッピーディスクドライブは、誤ってディスクのデータを削除しないよう、フロッ

ピーディスクドライブに収められた各曲に読み出し専用コード(Read―Only attttbute)をつけることができます。

。まずCLEARキ ーを押したままSONGキ ー(く)を押します。

・3桁ディスプレイ上には、ディスクの最初の楽曲に関して、
WSPド

(Song PrOtected;保護楽曲)あるいはWnP「

(NoT Protected;未保護)の表示が出ます。

。SONGキ ー(くおよびレ)で変更したい楽曲を選択し、REWお よびFFキーを使って変更します。

・最後にRECキ ーを押して確定し、STOPキ ーを押して一連の手順を終えます。

(注意 !〉
・保護属性はフォーマットの手順に何の影響も与えません。
・保護属性の変更を行うには、プロテクトォフ(タブが閉まっている)状態でなければなりません。

15.デ ィスク全山の保護と保護解除

・CLEARキ ーを押したままFFキーを押せばディスク内の全曲を保護することができ、REWキ ーを押せば
｀
保護が     '

解除されます。ディスプレイには、しばらくの間(時間は保護されるデータ量によります)WRunW(実行中)が表示

され、次いで現在の楽曲番号が表示されます。

16.フ ロッピーディスク内の楽曲総数

フロッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、TEMPOキ ー(》)を押します。しばらくすると、楽曲総

数が3桁ディスプレイに表示されます。

17.1曲 が占めるディスクスベースエ

フロッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、SONGキ ー(レ)を押します。しばらくすると、選択した

楽曲が占めるディスクスベース量が表示されます。キ回バイト表示になっていることにご注意ください。

18.レ ゾリューション

この機能により、プレスティッジⅥ、ⅥI、Ⅵ‖、lXが演奏を録音する際のレゾリューション(分解能)が決まります。こ

れは、〕/96(1/96の分解能が利用できる)の初期設定となりますが、楽曲をより忠実に録音するためには、分

解能の数値 を上げることができます。4分音符につき96(デフォルト)、120、192、240ティックのレゾリューショ

ンが本U用できます。

レゾリューションの設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままRECキ ーを押します。現在選択されているレゾリューション値がディスプレイに表示さ

れます。

・REWキ ーおよびFFキーを押して、希望の数値を選択します(96,120,192,240)。

・最後にSETキ ーを押して確定するか、STOPキ ーを押して操作をとりやめます。

７
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第5章  ボイスプログラム作成

1.搭載パラメーター

プレスティッジⅥ、ⅥI、Ⅵ‖、lXの持つ最もユニークな特徴のひとつは、多くの主要パラメーターを変えて、オルガン

の各ボイス(音声)やレジストレーションを変更できるということです。変更したボイスは、本体のスイッチを切っ

ても保持され、フロッピーディスクに保存して、必要に応じて呼び出す(rebad)こともできます。

ボイス変更に使用するパラメーターの一覧とその説明を以下にご紹介 します:

1.レベル・パラメーター(L胡):全体的な音声レベルを調整するパラメーターです。このパラメーターの最大可変

幅-8/+7は 、一/+4dBに 相当します。

2口鍵盤音量 トラッキング・パラメーター:この音量 トラッキング・パラメーターによって、手鍵盤の低音域と高音

域の音量比率を指定することができます

・プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、IXには、TRACKING LOW(T川 )およOWRACKING HlGH(Trh)という2つのパラメータ

ーがあり、それぞれ鍵盤の低音域 (TH)と高音域 (Trh)について音量比を定めています。いずれのパラメーターも

可変幅は-8/+7で 、一/+4dBに 相当しています。

3.ランク・フラクチュエーション・パラメーター(Rnk):このパラメーターが作動すると音質にわずかな波動 (ピッ

チ変化)が生じます。

4.ピ ッチ調整パラメーター(Pch):選 択 したボイスのピッチ微調整 をします。このパラメーターの可変幅は

-8/+7で 、一/+32/200secに オロ当しています。

5.ア ウトプット・パラメーター(Out):ボイス(音声)出力をオルガンのステレオパノラマに振り分けます。具体的

には以下の通りです:

・L(Let;左 ):音声は左チャンネルにのみ出力されます。

・R(Right;右):音声は右チャンネルにのみ出力されます。

・C/L(C to the Left;C音を左へ):右チャンネルに出力される第1オクターブのC音 から始めて、それに続く半音階

の音をすべて交互に各チャンネルに出力します(C―>右,C#―>左,D―>右など)。

・C/R(C to the Right;C音を右へ):左チャンネルに出力される第1オクターブのC音 から始めて、それに続く半音

階のすべての音を交互に各チャンネルに出力するようにします(C―>左,C#―>右,D―>左など)。

・L―R(Left―Rttht;左―右):音声はステレオパノラマ方式で右側および左側チャンネルに出力されます。

6.カラー・パラメーター(Col):低音成分や高音成分を強調することで音色を調整します(可変幅-8/+7と 表示)。

7口発音タイミング・パラメーター(ATTACK CHIFF:Atk):約2mm/secから約300mm/secまでの16段階で、発音の

タイミングを調整 します。このパラメーターはパイプオルガンサウンドのより忠実なシミュレーションを行うため、

手鍵盤の中央部で300mm/secの 場合、低音部ではかなり高 くなり(約500mm/sec)、高音部では低 くなります

(100mm/sec)。
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8ロデチューンリリース・パラメーター(Rel):半音の最大可変幅が-100/200secであるキーを放したときのデチュ

ーンを調整 します(1～16段階で表示)。

9ロランダム・デチューン・パラメーター(Rnd):このパラメーターによって、手鍵盤のあるキーと別のキーとの間

のランダム・デチューンを調整することができます。これにより、パイプオルガン特有のコーラス効果 (chorus

effect)が生まれます(1～16段階で表示)。

2.ボ イス′ヽラメーターの変更

ボイスを変更するには、まず引き出しボックスにあるTAB(タブ)キーを押します。

ディスプレイはオルガンの3つのセクション(足鍵盤、第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して3つに分かれています。

各段とも上部には各セクション名、下部にはそのセクションの音色名が表示されます。

CURSORキ ー(資および》)を使って変更したい音声の位置に合わせます。次に、エンコーダーを回して、変更

したい音声名がディスプレイ上に表示されるまで、音声をスクロールしていきます。

この時点でPAGE(ベ ージ)キー(△)を押せば、第5章1項に記載した変更パラメーターがすべてディスプレイの第

1行日に表示されます。各パラメーターの数値は以下のように表示されます。

L甲I TPl TPh Rttk PBh 8ut.母 □1 日と比 R=l Rnd
―宮   ―ユ   +ユ  T  -l   L   +2   吾   il   日

次いでCURSORキ ーおよびエンコーダーを使って、第5章1項の記載にしたがいパラメーターを選択し変更します。

そしてPAGEキ ー(▽)を押して音声選択 (voice seletton)画面に戻りま
‐
名 ExRキーを押して初期画面に戻りま曳

DrSPLAy
40Cス RAttER′ ヌ2'′GHE

□ g 鰹 □ 圃
▽ PAGE△      くCURSOR〉     EXIT

９
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第6章  ボイスおよびメモリーのディスク保存

1.ボイスプログラムのディスク保存

プレスティッジシリーズの特徴のひとつは、変更したオルガンのポイスプログラムをフロッピーディスクに保存

し、必要に応 じてオルガン本体の内部メモリーに呼び出せるということです。

第4章で述べたように、プレスティッジVl、ⅥI、Ⅵ‖、IXでは演奏した楽曲をフロッピーディスクに録音することができ

ます。フロッピーディスクには、楽曲録音用、変更したボイスプ回グラムとメモリーの保存用の2つの利用法があ

ります。用途別に使い分けることをお勧めします。

保存の手順は以下のとおりです。

・フォーマット済みで、プロテクトオフ(タブが閉じている)された状態の3.5インチフロッピーディスクをドライブ

に挿入し、SETTINGキ ーを押します。

最初に、音声呼び出し画面が表示されます。PAGEキ ー(△)を押すと、以下のメッセージが表示されます。

SRIJE TR日 甲BIEE imと口 田ISH:
ニョ七 di二k in REEBRB HBEIE ョ門召J Pu二h ン

これでコントロールパネル上の設定をフロッピーディスクに記録できる準備ができました。次にPAUSEキ ーを押

しながら、RECキ ーを押します。すると記録 される設定のファイル番号が3桁ディスプレイ上に表示されます。

4θ CAttATアロ科χ2F7′G用ど

塁 □ □ 圃 圃
▽ PA6E△      くCURSOR〉     EXIT

セッティングキー

g□ 塁 □ g貿

翼 □ □ ほ 圃
無   勝   □   〉  ] B    O

3桁ディスプレイ

０
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そのままCURSORキ ー(》)を押すと、ディスプレイにはWSureW(WAre 
you sure?W)の表示が出ます。

耳日甲E TRB ttBIEE imと口 BI SH: ヨl」RE ?
PlJ三十! ン 七日 ●Briギ

・
ir・m ttr EHIT 七ロ ョb口rtロ

ここで再びCURSORキ ー(レ)を押せばプロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXlTキーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

Ｅ

Ｅ

Ｗ
・―
・
―
ロ

Ｒ

Ｒ

Ｆ
■
一Ｆ
■
】

TRB lJBIEE

二七ョr・七=d:

一ト
ロ品

ヨｉｔロ
Ｗ

BI ttH:
=rid Bギ

B 
di二比 URI TE

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>
・ディスプレイにⅢdPド(D`k Protectedi保護ディスク)の表示が出た場合には、プロテクトオンされているディスクから楽曲を削除しようとしていたことを意味しています。デ

ィスクを取り出し、プロテクトタブを開めてから、同じ操作を繰り返します。

2ロディスクからのボイスプログラム呼び出し

ボイスプログラムの入ったディスクをドライブに挿入します。しばらくすると3桁ディスプレイ上に番号001と表示

されます。PLAYキーの上の緑色のLEDランプが消えているか確認します。消えていない場合はSTOPキ ーを押

します。

次にSETTINGキ ーを押すと、以下のメッセージが英数字ディスプレイに表示されます。

LBRtt TRB ttBIEE fr・8m BIttH:
二=1=Bt TRB ttBIEEtt Br, 日Ji二比 ョr,lJ P明二h ン

SONGキ ー(くおよび♭)を使って、3桁ディスプレイ上で、オルガン内部メモリーに呼び出すボイスデータの入

ったファイル番号を選択します。

CURSORキ ー(》)を押せば、ディスプレイにはいSure"("Are you sure?")の表示が出ます。

L日日口 TRB ttBIEE fr口m ttlttH: SlJr口 ?
Push ン t.8 B口陶Firm Br EHIT とB ョbロドロt.

圃 賢 □ 囲 莫 貿

ス 団 ヌ ロ 圃 圃
魚   め   口   〉  ] ]   。

3桁ディスプレイ

２
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ここで再びCURSORキ ー(>)を押せばデータの読込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXtTキーを押

します)。フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

と.8最Ei T爵畳 lポ電i正母ES ギ
・
r・BIB「, BI S‖:

と.8白E: 二t"亀ドti.88J: W.ヨニ七.ir,8ョ 害的ば こ8f lJニニ比 REREl

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>
。上記の操作によってオルガン本体の設定状況が失われてしまいます。新しい設定を読み込む前に、必要であればフロッピーディスクに保存しておくことをお勧めします。

3.メ モリー内容のディスク保存

ジェネラルメモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて呼び出すことができます。

保存の手順は以下のとおりです。

・フォーマットしたフロッピーディスクをドライブに挿入します。SETTINGキ ーを押 し、次のような表示が出るま

でPAGEキ ー(△)を押します。

耳RttE HEHBRIES intB BIttH:
二=七 disk irl REEBRtt H8日E ョ向d Push ト

次にPAUSEキ ーを押しながらRECキ ーを押します。するとディスクに記録することができます。記録内容のファ

イル連番号が3桁ディスプレイ上に表示され、各キーのLEDランプがつきます。

CURSORキ ー(>)を押せば、ディスプレイには"Sure"("Are 
yOu sure?")の表示が出ます。

耳日甲E HEH8RIES intB ttlttH: Sl_lRE ?
Pロニh 卜 と口 B田門Firm Br EHIT 七ロ ョbBrt

ここで再度CURSORキ ー(》)を押せばプロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXlTキーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

耳日甲E HEHBRIES int.田 BI SH:
S日甲E 二■ョrt,d: wョニtimヨ  害陶J BコF di=北  WRI TE

囲 囲 囲 ス ス 豪

巽 圃 囲 豪 圃 冥
報  勝   □  ♭  B D    O

3桁ディスプレイ

22
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以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>

保存手順を実行すると、8バンクすべてのメモリーに関するデータはフロッピーディスク上にダウンロードされます。またⅢdEr"(dにk errOr)または"E,げ(可eCt)という表示が出て

いたら、そのディスクがフォーマットされていないということです(第4登4項のフォーマット手順を参照)。また、
ⅢdPrⅢ(dにk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスク

が書込み保護されていることを示しています。いずれも、通切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

4.デ ィスクからのメモリー内容の呼び出し

メモリーのデータをオルガン本体に再び呼び出すには、データの入ったディスクを挿入し、SETTINGキ ーを押し

ます。以下のようなメッセージが表示されるまでPAGEキ ー(△)を押します。

L8日口 HEHBRIES fr口m EII宮H:
二=I=とと HEHttRI Ett B拘 8Jユニ比 ヨr‐ld FBu二h ト

SONGキ ー(くおよび勝)を使って、3桁ディスプレイ上で、オルガン本体に呼び出すメモリーデータの入ったフ

ァイルの番号を選択します。

CURSORキ ー(》)を押せば、ディスプレイにはWSure"(WAre 
you sure?")の表示が出ます。

LBRtt HEHBRIES fr・8出 EII耳H: 宮l_lRE ?
Pu二 h 卜  と 口  B□ 陶 Firm 口 rB EHIT と B ロョLEBrtB

ここで再度CURSORキ ー(》)を押せばメモリーデータ読込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキ

ーを押します)。すると、フロッピーディスクドライブのLEDラ ンプがしばらく点灯 し、ディスプレイに次のような

表示が出ます。

LBRtt HEHttRI E耳
LB自ロ ニ七ョド・七日d:

fr口田「, BI ttH
wョit.im雪 =門:J ロギ

・
di二比 RERB

以上の手順が済むと、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>

新しい設定が既存の設定に置換されるので、ディスクから読み込む前にメモリーをディスクに保存してください。
ⅢdEド(dもk errOr)または"E,tⅢ

(Elect)という表示が出ていたら、そのディスクはフォーマットされていないということです(第4章4項のフォーマット手順を参照)。また、"dPド(dlsk

protected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示しています。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

□ g □ 図 は 国

圃 夏 要 日 鰹 圃
報   勝   □   〉  8 8    0

3桁ディスプレイ
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第7章  MIDl

可口MlDと は……

MiDlとはMusical instrument Digkalintettaceの略です。

MIDI(ミディ)は、電子楽器同士をつないで音楽情報や演奏データを交換するための世界共通の規格です。たと

えばプレスティッジVl、Vli、Ⅵ‖、lXの鍵盤で演奏したメロディを別のシンセサイザーで発音させたり、他のMIDI機器

から送信 されたデータをプレスティッジVl、Vll、Ⅵ‖、lXで発音させることができます。MIDI機能を使用するために

は、データをやりとりするためのMiDl機器とデータを接続するためのMIDIケーブル(DiN5ピン)が必要です。MiDi

機器は、通常以下の3つのMiDl接続端子を備えています。

・MIDlイン:本機が他のMIDI機器からMiDIデータを受信するための端子。

・MiDIア ウト:本機からMIDlデータを送信するための端子。

。MIDlスルー:MIDl機器を直列接続するために、MIDIイン・ポートで受信したMIDlデータをそのまま送出します。

プレスティッジⅦI、Ⅸでは、これらの接続端子は第1手鍵盤の左下にある接続パネルについています。

MIDI機器には16チャンネルあり、チャンネルごとに接続 した機器とデータのやりとりを行えます。それによって

最大16台までのMiDl機器 を個別にヨントロールすることができます。また当然ながら、接続 したMIDI機器同士で

チャンネルが違えばデータのやりとりはできません。両方のMlDl機器の送信/受信チャンネルは合わせる必要が

あります。

2.プ ログラムチェンジ ・メッセージの送信

MIDIプログラムチェンジ・メッセージにより、所定のプログラム(例えば音色)を中央パネルにあるMIDI選択スイ

ッチを使って、接続された機器に呼び出すことができます。

イθ CAF7A再 こR′χ2F7′GHE

g 星 塁 g 塁

□ 蔓 塁 鰹 は

■
車
離
穀
告
替
穂
様
意
器
，既
横
撤
鮭
鮎
＆
攣
鶴

４２
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MIDlキーを押すと、ディスプレイ上に手鍵盤および足鍵盤の名称が表示されます。2つのMIDlプログラムチェン

ジの数値 (0-127)の下に、左側の最初の数値はMIDI Aに割り当てられたチャンネル、2番目の数値はMIDI Bに

書」り当てられたチャンネルを表示 しています。

CURSORキ ー(くおよび》)を変更したい位置まで動かします。次にエンコーダーを回して、その数値を変更し

ます。終了したらEXlTキーを押します。

〈注意〉プログラムチェンジの構成はジェネラルメモリーに保存することができます(詳しくは、第2章をご参照ください)。つまり、メモリーが呼び出された場合、オルガンのポ

イスと接続されたMIDI音源のボイスの両方が自動的に変更されるということです。

3口MlDlの 送受信チャンネルの起動

プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、IXは、トリフォニック・インターフェイス(tttphonic interface)を装備しています。これによって、

各鍵盤は3つのMIDlチャンネルで送受信することができます。1つはベースチャンネル、残り2つはそれぞれMIDl

AとMIDI Bに書」り当てられたチャンネルです。MlDIの送受信チャンネルは、以下のように配列されています。

鍵盤 ベースチャンネル MlDl Aチ ャンネ,レ MlDl Bチ ャンネル

足鍵盤 ４ ７ ８

第1手鍵盤 (MI) ３ ５ ６

第2手 鍵盤 (ME) ２ ４

上記以外に、プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、十Xで は、ジェネラルMI D lあるいはシステム情報のやりとりに使 う4つの全

体チャンネルも制御 しています。チャンネル番号は9, 1 0 , 1 5 , 1 6です。

<注意>MIDIチャンネルの配列は変更できません。

MIDl送 信 チ ャンネ ル を起 動 させ るに は 、ヨン ト回一 ラの MIDIキ ー を押 し、次 い で PAGEキ ー
(△ )を 押 します。デ

ィスプレイには以下のように表示されます。

上記の図から分かるように、ディスプレイは、手鍵盤 (および足鍵盤)について3つ、全体チャンネルに1つ、の4

部に分かれています。

耳EHB
RロゴEl

Ｈ

Ｂ

ｒ胎
Ｂ

Ｉ

Ｒ
一

ｒ陥
Ｂ

プログラムチェンジ
MID:Aチャンネル

プログラムチェンジ
MI D I  Bチャンネル

TH ロニhョド:陶日1
H  l日 H  l S

、 P,dョl   HョriB I   Hョ陶B iI
F 曽 1キ 5 3 1吾 H 4 1量

手鍵盤ベース

チャンネル
グ回―バルチャンネル

手鍵盤MIDI A
チャンネル

手鍵盤MIDl B

チャンネル
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CURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したい数値に合わせ、エンコーダーを回して選んだ送信チャンネルを

オン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDIチャンネルはアステリ

スク(*)で示されます。

PAGEキ ー(△)を押して、MiDl受信チャンネルの制御画面に合わせます。画面上でのパラメーター配置は全く同

じです。

ここで再びCURSORキ ー(くおよび♭)を使って変更したい数値に合わせ、エンコーダーを回して選んだ受信チ

ャンネルをオン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDIチャンネル

はアステリスク(*)で示されます。

操作を終える時は、EXITキ ーを押します。

4.ソ フト・スJレー

ソフト・スルーを使えば、MIDllNで 受け取ったMIDIチ ャンネルを、そのままMID1 0UTか ら送出可能です。

ソフト・スルー機能のチャンネルを作動させるには、MlDiキ ーを押し、さらに以下の画面が表示されるまでPAGE

キー(△)を押します。

S―THRU Bh口   P=dョI
ヨ 1日 H ユ告 H 神: 14

H畠向BI   Hョ陶B ttI
S 上吾 H H 12

ソフト・スルーチャンネルを作動させるには、CURSORキ ー(くおよび勝)を使って変更したい数値に合わせ、

シヨーダーを回して数値を設定します。(*はチャンネルの不作動、番号は作動)

操作を終える時は、EXITキーを押します。

揮!:H: に.卜1.ョrir,日1
!幸: ェ曽 三寺: 上にB

P=dョ l   Hョr!B tt   HョR311
F 母 Iキ 吾 ど8 1喜 H ■ 1置

手鍵盤ベース

チャンネル
グローバルチャンネル

手鍵盤MiDI A
チャンネル

手鍵盤MIDI B
チャンネル
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5B MID:フ ィJレター

MIDlフィルターは、任意のメッセージをMIDl送受信からカットすることができる装置です。受信と送信の両方で、

プレスティッジがフィルターにかけることができるメッセージの種類は以下の通りです。

メッセージ★ 略語 内容

ノート Note MIDlノートメッセージ

コントロールチェンジ CC コントロールメッセージ(音量、エクスプレッションなど)

プログラムチェンジ PG プログラムチェンジメッセージ

システム・エクスクルーシブ SYS― EX エクスクルーシブオルガンメッセージ(プログラム作成)

リアルタイム REAL チュ十二ング、タイムメッセージ

アクティブ・センシング ACT― S 接続 (検出)メッセージ

フィルターを作動させる(つまリメッセージをカットする)には、まずMIDlキーを押してMiDl設定にアクセスします。

次に、以下のように表示されるまでPAGEキ ー(△)を押します。

各メッセージ☆ (ディスプレイの第1行日に表示)にも送信時 ・受信時のフィルターがあります。それぞれが設定可

能です。

CURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したいフィルターに合わせます。次にエンヨーダーを回してY(YES=

フィルター作動)とN(NO=フ ィルター無効)から選択します。

6ロダイナミックス値の調整

MiDIダイナミックス(ベロシティ)の数値は、0から127まで各手鍵盤および足鍵盤部に対 して個々に設定するこ

とができます。

MlDlインターフェイス・コントロール機能に(MIDlキーを押して)アクセスしたら、PAGEキ ー(△)を必要な回数押

せば、ディスプレイ上に以下のメッセージが表示されます。

CURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したいパラメーターに合わせます。次にエンコーダーを回して適切な

数値を選択します。

FI LTER
FtttゴT卜|

門□七.ョ
H H

8_.L口

H H
ヨ

Ｈ
Ｐ

Ｈ
二J二=H r=ヨユ   ヨB七一ニ
出 H  H 門   出 H

送信フィルター
受信フィルター

ｒコ神Ｈ

P,dョ 1
Sキ 島■

Hョ陶BI   Hョ門BII
Sキ 占■  にB■ 島キ
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ここでEXlTキーを押して操作を中止するか、PAGEキ ー(△および▽)を押して他のMIDl設定画面をスクロール

します。

MiDlダイナミックス設定はオルガン本体のメモリーにも保存することができます。

第B葺 初期1ヒ(ファクトリ…プリセット)手順

1.フアクトリープリセットとは

この場合の初期化とは、工場初期設定(ファクトリープリセット)状態に戻る機能のことです。お客様が行った変

更はすべて消去されます。

プレスティッジⅥ、ⅥI、Ⅵ‖、lXは、全体初期化 (本体各セクションがすべて初期値にリセットされる)と各ボイスの別

初期化を行うことができます。

初期化プロセスの特徴上、以下に述べる操作を開始する前に、重要なデータはフロッピーディスクに保存してお

くことをお勧めします。

2.全 体初期化

まず、初期画面からはじめて、PAGEキ ー(△)を2度押します。するとディスプレイは以下のように表示されます。

H EEttERttL FRET8賢T SETTIlet岳 料      電置軍:呂 母二電・
F3日=.h ほHEH曽 曽 1 量 .ョr,3J 七.iHr・ri F・BWPr・にer!

本体にインストールされたソフトウェア・リリース(使用許可)がディスプレイの上段右隅に表示されます。アフタ

ーサービスを受ける時は必ずこのコードを伝えてください。

次いでオルガンのスイッチを切り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHRlお よび2を押しながら再度スイッチ

を入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

3日宙ボイスの初期1ヒ

プレスティッジVi、V‖、Ⅵ‖、lXでは、ひとつのボイスのパラメーターをどの手鍵盤からでも初期値に戻すことができます。

初期画面からはじめて、TABキ ーを押していきます。ディスプレイ上ではオルガンの3つのセクション(足鍵盤部、

第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して分れています。各段の上部にはセクション名、下部には各部位の最初のポイ

ス(音声)が表示されます。CURSORキ ー(くおよび>)を使って初期化したいボイスのあるセクションに合わせ

ます。次にエンコーダーを回して、変更したいボイス名がディスプレイに現れるまでスクロールしていきます。

PAGEキ ー(△)を押し(ディスプレイにはボイスパラメーターが表示されます)、続いて上下のPAGEキ ー(△およ

び▽)を同時に押します。その後、EXITキーを押して操作を終えます。

4ロボイスの回…カルオフ

プレスティッジⅥ、ⅥI、Vlll、lXがMiDlで外部電源を操作している場合には、ひとつないし複数のボイス(vOiCe)を「回

一カルオフ(Local off)」モ
ードに切り換える必要が出てくるかもしれません。ある音色が「ローカルオフ」モード

であり、そのストップが開かれている場合には、電源は作動せずにMIDlコードのみが送出されることになります

(音声はミュート)。
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5.ト ゥッティ ・レジスタ…の初期化

トゥッティ(TUTTl)の レジスターを初期設定に戻すには、初期画面からはじめて、以下の表示が出るまで、PAGE

キー(△)を押します。

,  H Tl_lTTI 甲口i●ヨ FRETBRΨ  ttETTttHB H 、
Pu=.|: EEH口HEH8 8 ■md turri th= P口w口r 田門

本体スイッチをいったん切り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHRを 押しながら再度スイッチを入れます。

れで工場初期設定状態に戻りました。

■リチウム電池の審告 :本製品にはリチウム電池が使われています。電池を

間違えて取り替えると爆発の危険があります。必ずMaxdi CR2032を使用し

てください。正しい極性でご使用ください。使用済み電池は、メーカーの指

示にしたがって処分してください。

■商品の品質向上のため、お断りなく仕様 。規格を変更することがあります。

本取扱説明書に記載された情報も、それにともない予告なしに変更される場

合がございます。あらかじめご了承ください。

９２
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資料 MIDlイ ンプリメンテーシヨンチヤー ト

ヴァイカウント プレスティッジVi、Vil、VI‖、IX

十
≡■
ｆ
ｒ
■
一継
津
肘
■
幣
盛
昭
器
■
よ
■
―

ベーシックチャンネル デフォルトチェンジ 11スウェル

12グレート

14ベ ダル

15ソロ

16グローバル

11スウェル

12グ レート

14ベダル

15ソロ

16グ回―バル

チャンネル11～16は

常に送・受信

チャンネル1-3-7-9は

MIDlタブオン時

モード        デフォルト

メッセージ

代用

×

×

モード3

ノートナンバー    トゥルーボイス 36-96 36-96 トランスポーザーレンジ除く

ベロシティ      ノート・オン

ノート・オフ

8nHノ ート・ベロシティ

9nHノ ート・ベロシティ

8nHノ ート・べ回シティ

9nHノ ート・ベロシティ o=ノ ートオフ/40hノートオン

アフタータッチ    キー

チャンネル

Ｘ

×

×

×

ピッチベンダー × ×

コント回―ル

チェンジ

○

○

○

○

CC07=メ インボリューム

CCll=エ クスプレッションポリューム

CC90=ト レモロスピード

CC92=ト レモ回深さ

(CBnHバ リュー1、バリュー2)

nⅢ
★=Ch(1-10)

n村
★=ch(11-15)

プログラムチェンジ ○ ○

システム・

エクスクルーシブ
○ ○

システム(コモン)  ソングポジション

ソングセレクト

チュー/

×

×

×

×

Ｘ

Ｘ

システム       クロック

(リアルタイム)    コマンド

F8Hタイミングクロック○(出)

FAHス タートシークエンス○

FCHス トップシークエンス○

FEHアク身フセンシング○(★
…
)

F8Hタイミングクロック×(★
★
)

FAHス タートシークエンス○

FCHス トップシークエンス○

FEHアクティブセンシング○(★
士★
)

(★
オ
)プログラムオン/オフ

( ・
★★
) スイッチオン/ オフ自動

エコー選択 オン/オフ

オブジュアリー    ローカルオン・オフ

メッセージ      オール・ノート・オフ

アクティブ・センシング

リセット

○

○

○

×

○

○

○

×

モー ド1 : オムニ ・オン、

モー ド3 : オムニ ・オフ、

ポリ

ポリ

モー ド2 : オムニ ・オン、

モー ド4 : オムニ ・オフ、

モ ノ

モ ノ

○=イ エス

X=ノ ー

０
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